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研究成果の概要：危機対応における多組織連携をタスク，ヒューマン，ネットワークの観点か

らモデル化し，危機対応システムを評価するシステムの開発を目指した．上述の３要素を考慮

した計算モデルを作成し，シミュレータの開発を行った．具体的には，１）連携におけるタス

クモデル構築，２）ヒューマンモデルの構築，３）ネットワークモデルの構築，４）３要素を

考慮した連携モデルを構築した．下層の連結性が上層の実行条件となるように実装した．また，

各モデルの設定インタフェースとして拡張 PCANS モデルを用いた表現，記述を可能にした．
各モデルのパラメータを変化させたシミュレーションを行い，以下のこと等が示された．情況

依存ルールの有無によって連携パフォーマンスは大きく影響を受ける．既存の規範ルールをベ

ースとしたコミュニケーションライン被害への対応は最適とはならない場合が多い．既存の災

害対応訓練のシナリオはしばしば現実性が低い．本研究の結果，今後，訓練シナリオのみなら

ず災害時の医療ネットワークといったコンテキストを絞った危機対応システムを対象すること

で，より詳細なシミュレーションモデルの構築と現場との連携への展開を図る目途がたった． 
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１．研究開始当初の背景 
自然災害や大規模事故の被害を最小限に止
めるための最後の砦となるのが発災後の危
機対応である．米国多発テロ以降の社会情勢
や，大都市近郊での大規模震災が予想される
なか，迅速かつ適切な危機対応を可能にする
組織や社会制度（危機対応システム）整備の
重要性は益々高まってきている．実際の大規

模災害・事故では，関連法規・防災計画に基
づいて国や自治体，防災関係機関といった多
種多様の組織間の連携が要求されるが，１）
制度不備や具体的運用方法の未整備（システ
ムファクタ），２)各組織における不適切な対
応（ヒューマンファクタ），３）通信設備の
偏った整備やインフラ被害（ネットワークフ
ァクタ），の連鎖によって計画された危機対

研究種目：若手研究（Ｂ） 

研究期間：２００７  ～ ２００８  

課題番号：１９７１０１４２ 

研究課題名（和文） 人-システム-ネットワークを考慮した危機対応連携のモデリング                    

研究課題名（英文） Modeling Emergency Response System Considering Human, Systems, and 

Networks. 

 

研究代表者  

菅野 太郎（KANNO TARO） 

東京大学・大学院工学系研究科・准教授 

 研究者番号：６０４３６５２４ 

 



 

 

応システムが機能しないことが多々見受け
られる．しかしながら，このような具体的運
用上の問題点やヒューマンファクタの影響
を事前に予測・評価し，修正することは難し
く，危機対応システムの評価設計手法は未だ
確立されていない．そのため，上述の３要素
を伴う多組織間連携のメカニズムの解明や，
様々な条件下における危機対応システムの
パフォーマンスを評価できるようなシステ
ムの開発が強く望まれている． 
  
２．研究の目的 
以上のような背景から，本研究では上述の３
要素（ヒューマン－システム－ネットワー
ク）を考慮した計算モデルを作成し，それを
用いた計算機シミュレーションによって制
度設計とヒューマンファクタ，ネットワーク
ファクタに影響される多組織間連携のメカ
ニズムを解明し，それに基づいた実践的ツ-
ルの基盤技術開発を目的とした． 
 
３．研究の方法 
１）タスクプロセスモデルの開発 
複数の災害時の危機対応から一般的タスク
プロセスモデルを抽出し，制度設計パラメー
タを有した危機対応におけるタスクプロセ
スモデルを構築した．多組織間連携のタスク
プロセスは大きく１）タスクの始動，２）実
行の判断，３）計画，４）調整，５）実行の
４要素からなるものとし，これらの各ステッ
プの実行必要条件やプロセスパスの実情を
把握することによってタスクプロセスモデ
ル化した． 
２）ヒューマンモデルの構築 
連携におけるヒューマンファクタ要素の現
状について調査を行った．関係者への聞き取
り調査，訓練の観察およびアンケート等を通
して，過去の災害や訓練における他組織連携
において経験した，あるいは経験から予想さ
れる問題点における，１）状況の詳細，２）
そのときの対応，３）理想的対応を抽出し，
内容分析をによってこれらの要素を記述す
るルールライブラリを作成し，ヒューマンモ
デルを構築した．これを基に危機対応オント
ロジを整備し，XMLスキーマを用いてモデル
の記述を行った．以上により，ヒューマンフ
ァクタパラメータを有した危機対応におけ
るヒューマンモデルを構築した． 
３）ネットワークモデルの構築 
インフラ、特に情報伝達ラインの機能モデル
をネットワークとして表現、実装した． 
４）３要素の統合 
ネットワークモデル上にタスクモデル，ヒュ
ーマンモデルを連結し，３要素を考慮した連
携モデルを構築した．下層の連結性が上層の
実行条件となるように実装した．また，各モ
デルの設定インタフェースとして拡張

PCANSモデルを用いた記述を可能にした． 
 
４．研究成果 
各モデルの変数を変化させシミュレーショ
ンを行い（結果例：図１），以下のこと等が
示された．情況依存ルールの有無によってパ
フォーマンスは大きく影響を受ける．既存の
規範ルールをベースとしたコミュニケーシ
ョンライン被害への対応は最適とはならな
い場合が多い．既存の災害対応訓練のシナリ
オはしばしば現実性が低い．本研究の結果，
今後，訓練シナリオのみならず災害時の医療
ネットワークといったコンテキストを絞っ
た危機対応システムを対象することでより
詳細なシミュレーションモデルの構築と現
場との連携への展開を図る目途がたった． 

 
図１：情報の流れの可視化 
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